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《一言アピール》 様々な誘導体合成を行うことが可能。

応用分野

医薬品合成に欠くことのできない生理活性化合物の探索合成や新規有機系材料創出を指向した、三重結合を有するア
ルキニルイミンまたはケトンへの共役付加反応に基づく新規ヘテロ環化合物合成法の開発。

生化学的変換を活用するヒマシ油から新しい液晶材料の開発研究。具体的には、ヒマシ油および生体触媒であるリ
パーゼを用いることにより、選択的に光学活性なジアシルグリセロールを合成し、さらに、ビフェニル基を有するト
リアシルグリセロール誘導体の合成を行っている。
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新しい液晶材料の開発研究(図2)
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新規へテロ環化合物の合成(図1)
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図1) 新規へテロ環化合物の合成 図2) 新しい液晶材料の開発研究
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